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1. 平成23年11月期第３四半期の連結業績（平成22年12月１日～平成23年８月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年11月期第３四半期 9,367 25.5 417 22.5 397 26.8 149 △8.0

22年11月期第３四半期 7,466 7.6 340 29.5 313 32.2 162 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年11月期第３四半期 5 20 ―

22年11月期第３四半期 6 71 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年11月期第３四半期 7,572 2,520 33.3 87 61

22年11月期 6,858 2,373 34.6 82 41

(参考) 自己資本 23年11月期第３四半期 2,520百万円  22年11月期 2,370百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年11月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

 23年11月期 ― 0 00 ―

 23年11月期(予想) 0 00 0 00

3. 平成23年11月期の連結業績予想（平成22年12月１日～平成23年11月30日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,330 23.9 565 47.5 535 55.1 310 362.7 10 77



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年11月期３Ｑ 28,962,000株 22年11月期 28,962,000株

② 期末自己株式数 23年11月期３Ｑ 196,018株 22年11月期 193,633株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年11月期３Ｑ 28,767,432株 22年11月期３Ｑ 24,272,609株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間（平成22年12月１日～平成23年８月31日）におけるわが国経済は、東日本

大震災による影響を受けたサプライチェーンの復旧が進み、生産や輸出面で回復の兆しがみられました

が、円高の進行や雇用・所得環境が改善せず、個人消費が伸び悩み、さらに原発事故の影響による電力

不足も懸念され、復興による需要は期待されるものの、景気の先行きは不透明な状況で推移しておりま

す。  

 このような経済状況のもと、当社グループの中核事業である登山用品販売事業におきましては、日本

最大級のクライミングジム『グラビティリサーチなんば』を併設したなんば店を含む４店舗を新規出店

しました。また４店舗をより好立地な場所へ移転新設し、３店舗をリューアルしました。 

 売上高におきましては、登山業界の最盛期にあたる６月から８月にかけては天候に恵まれませんでし

たが、従前より実施している積極的な好立地な場所への新規出店・移転、また顧客満足度の向上につな

がる施策等の効果があり、堅調に推移していることを要因として前年同期を上回る結果となりました。

また東日本大震災の影響については、防災関連の商品の売上が前年より高くなりましたが現段階では当

社の業績には大きな影響は及ぼしておりません。 

 利益面におきましては、資産除去債務に関する会計基準の適用により当期純利益については前年を下

回っておりますが、その他の利益については、上述のとおり売上が堅調に推移したことを要因として前

年同時期を上回る利益で推移しております。 

その他事業におきましては、ホールディング会社が所有している賃貸物件の入居率に変更は無く、売

上高、利益面共にほぼ当初見込んでいた業績の通り推移しております。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は9,367百万円（前年同期比25.5％増）、

営業利益417百万円（前年同期比22.5％増）、経常利益397百万円（前年同期比26.8％増）、資産除去債

務に関する会計基準の適用に伴う影響額148百万円の特別損失を計上したことなどにより、四半期純利

益149百万円（前年同期比8.0%減）となりました。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

資産の合計は、前連結会計年度（以下「前期末」という。）と比べて10.4％増加し、7,572百万円と

なりました。 

 流動資産は、前期末と比べて6.9％増加し、4,343百万円となりました。これは、その他流動資産が

141百万円、売掛金が92百万円増加したことなどによります。 

 固定資産は前期末と比べて15.5％増加し、3,228百万円となりました。これは、建物及び構築物（純

額）が329百万円増加したことなどによります。 

（負債） 

負債の合計は、前期末と比べて12.6％増加し、5,051百万円となりました。 

 流動負債は、前期末と比べて13.1％増加し、3,951百万円となりました。これは、未払費用が244百万

円減少し、支払手形及び買掛金が399百万円増加したことなどによります。 

 固定負債は、前期末と比べて11.0％増加し、1,100百万円となりました。これは、長期借入金が180百

万円減少し、資産除去債務が288百万円増加したことなどによります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（純資産） 

純資産の合計は、前期末と比べて6.2％増加し、2,520百万円となりました。これは、四半期純利益を

計上したことにより利益剰余金が149百万円増加したことなどによります。 

  

平成23年11月期通期連結業績予想につきまして、登山用品販売事業が当四半期において天候に恵まれ

なかったことなどにより特に８月の売上が予想を下回りましたが、概ね予想通り推移しております。  

また、投資事業有限責任組合DRCKJ及びDRCⅡによる当社株券等に対する公開買付の実施に伴い、株価算

定費用、第三社委員会報酬、弁護士報酬等の公開買付関連費用を計上しておりますが、現在のところ通

期業績予想に与える影響が軽微であるため、平成23年６月23日に公表いたしました業績予想に変更はあ

りません。  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①税金費用の計算 

当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。 

②繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法により算定しております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

  

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益は12百万円、経常利益は12百万円、税金当調整前

四半期純利益は163百万円減少しております。また、当会計基準の適用開始による資産除去債務の変動

額は259百万円であり、当該変動額のうち23百万円は前期末における偶発損失引当金の残高の一部を資

産除去債務として引き継いだ額であります。 

②四半期連結損益計算書 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府

令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科

目で表示しております。 

  

該当事項はありません。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,679,902 1,677,929

売掛金 280,830 188,397

たな卸資産 1,842,359 1,796,992

繰延税金資産 178,240 178,240

その他 361,956 220,475

貸倒引当金 △4 △453

流動資産合計 4,343,283 4,061,581

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,981,876 1,438,973

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,091,634 △878,090

建物及び構築物（純額） 890,242 560,882

工具、器具及び備品 600,705 465,742

減価償却累計額及び減損損失累計額 △316,534 △265,115

工具、器具及び備品（純額） 284,170 200,626

土地 1,211,841 1,211,841

その他 428 2,949

減価償却累計額及び減損損失累計額 △153 △2,783

その他（純額） 274 165

有形固定資産合計 2,386,529 1,973,515

無形固定資産

電話加入権 6,738 6,738

ソフトウエア 73,356 89,937

無形固定資産合計 80,094 96,675

投資その他の資産

長期貸付金 414,856 414,856

繰延税金資産 212 212

敷金及び保証金 762,598 726,101

長期未収入金 662,379 662,379

その他 5,356 －

貸倒引当金 △1,083,235 △1,077,235

投資その他の資産合計 762,167 726,314

固定資産合計 3,228,791 2,796,506

資産合計 7,572,075 6,858,087
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,564,236 2,164,960

短期借入金 － 25,000

1年内返済予定の長期借入金 482,212 554,078

未払法人税等 6,180 38,269

未払費用 158,567 403,565

賞与引当金 138,617 －

役員賞与引当金 1,856 3,441

ポイント引当金 72,961 44,620

偶発損失引当金 － 59,549

資産除去債務 13,565 －

その他 513,290 200,105

流動負債合計 3,951,486 3,493,590

固定負債

社債 200,000 200,000

長期借入金 555,913 736,288

資産除去債務 288,529 －

その他 55,849 54,918

固定負債合計 1,100,291 991,206

負債合計 5,051,778 4,484,796

純資産の部

株主資本

資本金 2,092,867 2,092,867

資本剰余金 1,177,707 1,177,707

利益剰余金 △710,919 △860,649

自己株式 △39,358 △39,098

株主資本合計 2,520,297 2,370,827

新株予約権 － 2,464

純資産合計 2,520,297 2,373,291

負債純資産合計 7,572,075 6,858,087
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年８月31日)

売上高 7,466,414 9,367,492

売上原価 4,555,929 5,761,534

売上総利益 2,910,484 3,605,957

販売費及び一般管理費 2,569,784 3,188,506

営業利益 340,700 417,450

営業外収益

受取利息 8,520 8,499

雑収入 2,602 6,489

営業外収益合計 11,123 14,988

営業外費用

支払利息 25,090 23,895

雑損失 557 9,600

その他 12,634 1,399

営業外費用合計 38,282 34,895

経常利益 313,541 397,544

特別利益

過年度損益修正益 18,496 －

訴訟損失引当金戻入額 16,901 －

新株予約権戻入益 － 2,464

その他 30,990 530

特別利益合計 66,387 2,994

特別損失

偶発損失引当金繰入額 51,898 －

減損損失 － 13,605

訴訟関連損失 1,098 －

関係会社株式売却損 112,604 －

TOB関連費用 － 42,440

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 148,015

その他 1,592 7,520

特別損失合計 167,195 211,582

税金等調整前四半期純利益 212,734 188,956

法人税、住民税及び事業税 49,981 39,226

法人税等合計 49,981 39,226

少数株主損益調整前四半期純利益 － 149,730

四半期純利益 162,753 149,730
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【第３四半期連結会計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年６月１日
至 平成23年８月31日)

売上高 3,517,296 4,152,355

売上原価 2,141,163 2,554,505

売上総利益 1,376,133 1,597,850

販売費及び一般管理費 1,004,544 1,193,388

営業利益 371,589 404,461

営業外収益

受取利息 8,319 8,301

雑収入 928 3,828

営業外収益合計 9,248 12,129

営業外費用

支払利息 8,358 6,545

雑損失 － 8,021

株式交付費 8,181 －

その他 4,372 768

営業外費用合計 20,913 15,334

経常利益 359,925 401,256

特別利益

その他 21,539 －

特別利益合計 21,539 －

特別損失

過年度損益修正損 9,046 －

偶発損失引当金繰入額 12,570 －

減損損失 － 13,605

TOB関連費用 － 42,440

その他 － 2,673

特別損失合計 21,616 58,720

税金等調整前四半期純利益 359,848 342,536

法人税、住民税及び事業税 46,641 32,893

法人税等合計 46,641 32,893

少数株主損益調整前四半期純利益 － 309,642

四半期純利益 313,207 309,642

㈱コージツ（9905）平成23年11月期　第３四半期決算短信

- 8 -



(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 212,734 188,956

減価償却費 152,053 245,537

減損損失 － 13,605

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △200,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 349 5,551

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 148,015

売上債権の増減額（△は増加） △119,516 △92,432

たな卸資産の増減額（△は増加） △64,011 △45,366

仕入債務の増減額（△は減少） 465,495 399,275

関係会社株式売却損益（△は益） 112,604 －

その他 181,385 △82,014

小計 741,096 781,129

利息及び配当金の受取額 8,520 8,499

利息の支払額 △24,421 △23,224

法人税等の支払額 △82,033 △76,404

訴訟関連損失の支払額 △183,098 －

その他 － △1,928

営業活動によるキャッシュ・フロー 460,063 688,071

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △154,941 △342,698

有形固定資産の売却による収入 1,393 －

資産除去債務の履行による支出 － △18,559

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

△28 －

敷金及び保証金の差入による支出 △186,131 △128,923

敷金及び保証金の回収による収入 302,005 84,645

貸付けによる支出 △170 －

貸付金の回収による収入 20 －

その他 △31,629 △1,571

投資活動によるキャッシュ・フロー △69,482 △407,107

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 128,750 △25,000

設備関係割賦債務の返済による支出 △4,725 －

長期借入金の返済による支出 △829,785 △452,241

長期借入れによる収入 960,000 200,000

自己株式の取得による支出 △88 △259

配当金の支払額 △260 △104

増資による収入 535,232 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 789,122 △277,604

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △1,399

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,179,703 1,960

現金及び現金同等物の期首残高 796,076 1,631,051

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,975,779 1,633,011
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該当事項はありません。 

  

第３四半期連結累計期間(自 平成21年12月１日 至 平成22年８月31日) 

 
  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日)を適用しております。 

1. 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社は「登山用品販売事業」、「その他事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「登山用品販売事業」は、店舗ならびにWebにおける登山用品およびアウトドア用品の販売をしており

ます。「その他事業」は、不動産の賃貸、売買ならびに管理等をしております。 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年12月１日 至 平成23年８月31日) 

 
(注)１ セグメント利益の調整額△105,981千円には、各報告セグメントに分配していない全社収益46,596千円、全社

費用△152,577千円が含まれております。なお、全社収益は、主に連結子会社からの事務受託料収入であり、全

社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び販売費であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

登山用品販売 
(千円)

不動産事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高 7,419,222 54,631 51,100 7,524,954 △58,540 7,466,414

営業費用 7,002,239 25,153 23,500 7,050,893 74,819 7,125,713

営業利益 416,982 29,478 27,600 474,061 △133,360 340,700

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

登山用品 
販売事業

その他事業 計

売上高

 外部顧客への売上高 9,318,415 49,077 9,367,492 ― 9,367,492

セグメント間の内部売上高 
または振替高

5,623 3,600 9,223 △9,223 ―

計 9,324,039 52,677 9,376,716 △9,223 9,367,492

セグメント利益 494,542 28,889 523,431 △105,981 417,450
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該当事項はありません。 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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